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久喜市議会議長 春 山 千 明  様   
市長の専決事項の指定について  

市長の専決事項の指定について（平成２２年久喜市議決）の全部を改正する。 
地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１８０条第１項の規定により、市長の専

決事項を次のとおり指定する。 
１ 議会の議決を経た工事又は製造の請負契約について、当初契約金額をその１００分
の３以内において増額し、又は減額すること（その変更額又は変更額の累計額が３０

０万円を超える場合を除く。）。 
２ 法令により市の義務に属する１件５０万円以下の損害賠償の額を定めること。 
３ 市が当事者である金銭債権の目的の価額が１件３００万円以下の徴収に係る訴えの
提起、和解（裁判上の和解に限る。）及び調停に関すること。 
４ １件５０万円以下の事件について和解（裁判上の和解を除く。）をすること。 
５ 災害、感染症、突発的な事故等により必要となる事業、維持補修、工事等で緊急を
要するものに係る歳入歳出予算を補正すること。 
６ 会計年度末における地方税法（昭和２５年法律第２２６号）その他の法令の改正等
に伴い条例の改正を行うこと。 
７ 解散、欠員等の事由に基づく選挙費に係る歳入歳出予算を補正すること。 



８ 法令の改正又は廃止に伴い、条例中に当該法令の題名、条項又は用語を引用する条
例の規定を整理する場合において、必然的に改正を要し、独自の判断をする余地がな

いときに、当該条例の改正を行うこと。 
９ 市が加入して組織する一部事務組合又は広域連合について他の地方公共団体の名称
変更に伴う当該一部事務組合又は広域連合の規約の変更に関する関係地方公共団体の

協議に関すること。 
１０ 応訴事件に係る控訴若しくは附帯控訴又は上告に関すること。 
１１ 会計年度末において、緊急を要するものに係る歳入歳出予算を補正すること。  
提案理由  地方自治法第１０２条の規定による定例会の実施方法を変更することに伴い、円滑な
市政を執行するため、この案を提出するものであります。  


